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2017 年に告示された現行の学習指導要領では、特別支援教育に関する内容の充実が図られま

した。解説の総則編の第３章教育課程の編成及び実施の第４節の２（１）「障害のある児童（生

徒）などへの指導」には、次のような記載があります。 

 

そして、解説の各教科等編においては、障害のある児童生徒の特性を把握し、それに応じた

具体的な配慮を行うことの例が明示されたのです。 

 

まず、学習活動を行う場合に生じる困難さにつ

いて、右にあるような①～⑩の困難さが記載され

ています。 

そして、配慮の例については、下のような文章

の流れで書かれてあります。 

 

 

 

 

各教科等ごとに「障害のある児童（生徒）への配慮についての事項」として、「困難さ」をふ

まえて「指導上の工夫の意図」を明確にし、「手立て」を講じることが、できるだけ具体的に書

いてあるのです。是非、確認しておきましょう。 

 
＜引用＞ ・小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編及び同解説生活編（文部科学省） 

      ・中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編及び同解説数学編（文部科学省） 

「障害のある児童（生徒）への配慮についての事項」を確認しましょう！ 

障害のある児童（生徒）などには、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚

弱、言語障害、情緒障害、自閉症、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）などのほ

か、学習面又は行動面において困難のある児童（生徒）で発達障害の可能性のある者も含まれて

いる。このような障害の種類や程度を的確に把握した上で、障害のある児童（生徒）などの「困

難さ」に対する「指導上の工夫の意図」を理解し、個に応じた様々な「手立て」を検討し、指導

に当たっていく必要がある。 


